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た．調査を行なった地域はＦｉｇ．１に示した能登半島石

川県内の'7地区で，採集したカニは，半鰄水産のクロベ

ンケイｓｂｓαγｍａｃ/eﾉｶαα"ｉと淡水産のサワガニＰｂｔａ?"｡'ｚ

ａｅＡαα'2iであった．見出されたメタセルカリアを水道水

中で観察し，計測を行なった．又，これを先に著者ら

(川島ら，1967)が同様の方法で観察計測した大平肺吸虫

と佐渡肺吸虫の成績と比較した．又，これらのメタセル

カリアの一部をダイコクネズミに経口投与し，約50日後

に剖検して成虫を回収し，圧平染色標本について観察を

行なった．又，第１中間宿主と考えられるカイ類を多数

採集し，その分布，肺吸虫幼虫の自然感染と実験感染の

研究を行なった．感染実験においては，カイ’個体当り

ミラシジウム10個体を５～７時間接触させた．

緒言

能登半島における肺吸虫ならびに肺吸虫症について

は，横川ら(1959,1960)の研究があり，一部の地域にお

いてウエステルマン肺吸虫Ｒzγαgo"''""ｓｚﾋﾞﾉesZcr"zα"ｉ

(Kerbert，1878）の濃厚な浸淫が報告されている．その

後，新潟県佐渡島において，川島ら(1967)およびMiya‐

zａｋｉｅｒａＬ（1968）により大平肺吸虫Ｐ,ｏＡｉＭＭｉｙａ‐

zaki1939の近似種，佐渡肺吸虫Ｐ・ｓａａｏｅ'MMiya‐

zaki,Kawashima,HamajimaetOtsuru，１９６８が発見，

命名された．これにより地理的に佐渡島に近接している

能登半島は，これら肺吸虫の研究上からも興味ある重要

な地域として注目されるに至った．

そこで，著者らは能登半島における肺吸虫，特に，大

平肺吸虫や佐渡肺吸虫をめぐる問題を明らかにする目的

で1974年調査を行なった．その結果，能登半島の数地区

において新しく大平肺吸虫と佐渡肺吸虫が分布すること

を明らかにすることが出来たので，それらの成績につい

て報告する．

結果

１）肺吸虫メタセルカリアのカニにおける寄生状況

クロベンケイの場合についてはＴａｂｌｅｌに要約した．

調査した４河川のうち羽咋川を除く３河川の河口で肺吸

虫メタセルカリアが証明された．すなわち，久里川尻川

河口においては58個体のうち９個体（15.5％）に，日詰

川河口においては46個体のうち３個体(6.5％）に，又，

神代川河口においては209個体のうち17個体(8.1％)に，

それぞれ肺吸虫メタセルカリアを見出した．

メタセルカリアは全てカニの肝臓に見出され，肝小葉

に外嚢の一部を附着させて寄生しているのがみられた．

材料および方法

調査は1974年４月６日から１２日までと６月４日から５

日までの２次にわたり行ない，淡水産および半鰔水産

のカニ類の採集と，その体内，特に肝臓，鯛，心域，生

殖腺などにおける肺吸虫メタセルカリアの検索|こよつ
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サワガニの場合についてはＴａｂｌｅ２に要約した．調

査した11地区のうち４地区のカニに肺吸虫メタセルカリ

アの寄生を認めた．すなわち，大谷においては38個体の

うち５個体（13.2％）に，赤崎においては11個体のうち

１個体（9.1％）に，皆月においては60個体のうち２個

体（3.3％）に，又，吉浦においては72個体のうち３個

体（4.2％）に，それぞれ肺吸虫メタセルカリアを見出

した．

サワガニの場合にも，メタセルカリアは全て，カニの

肝臓に見出され，その寄生状態も前者の場合と同様であ

った．カニ１個体当りの寄生数は少なく，普通１個体，

多くても４個体の寄生が認められたにすぎなかった．

OTANI
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ｌｌ式蕊
２）メタセルカリアの形態，特に大平肺吸虫ならびに

佐渡肺吸虫のそれとの比較

クロベンケイから得られたメタセルカリアをPhoto３

１，２＆３に，又，その計測値をＴａｂｌｅ３に示した．

メタセルカリアは内外２層の薄い膜に被われ，内裏は楕

円形を呈しているが，短楕円形のものも多く認められ

た．又，体内部には著明な紅色の色素穎粒が認められ

た．内裏についての計測値は，縦径平均295.8/`(272｣u～

328〃)，横径平均245.2/』(216β～280/'）で，縦径と横径

の比は1.21（1.06～141）であった．

以上に示したメタセルカリアの形態的特徴は，内裏

が，やや短楕円形を呈するものが多い傾向にあることを

除けば，大平肺吸虫のそれ（宮崎，1939,1947；川島

ら，1967）と極めてよく一致した．

サワガニから得られたメタセルカリアはPhotos、４，

５＆６に，又，その計測値をＴａｂｌｅ３に示した．この

メタセルカリアも前者同様，内外２層の薄い膜に被われ

るが，内裏の形は短楕円形から円形に近いものが多かっ

た．又，前者との箸るい､差異は，その体内に全く紅色

ＤＹＡＭＰ
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ＦｉｇｌＭａｐｏｆＮｏｔｏＰｅｎｉｎｓｕｌａ、ｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅ

ａｒｅａｓｗｈｅｒｅｔｈｅｆｉｅｌｄｉｎvestigations
werecarriedoutbytheauthors、Solid
circlesmeanpositiveforthemetacer‐

ｃａｒｉａｅｏｆＰ．ｏ/ｉｉ７ａｉｉｎＳ・aeAαα"i，ａｎｄ
openonemeansnegativeSolidtrian‐

glesmeanpositiveforthemetacercａｒｉａｅ
ｏｆＰ・ｓａａｏｅ"ｓｉｓｉｎＰ､火/ｍａ７ｚｉ，ａnｄｏｐｅｎ

ｏｎｅｓｍｅａｎｎｅｇａｔｉｖｅ

カニ１個体当りの最高寄生数は１８個体（久里川尻川)，

又，平均寄生数は4.7個体(３河川平均)であった．

TablelIncidenceofmetacercarialｉｎｆｅｃｔｉｏｎｏｆ

Ｐ．ｏﾉｶｉ７ａｉｉｎＳｂＳａ７７"ααe/jａａ７ｚｉ

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｎｏ．ofcrabs

infected

Infection

rate（％）Locality

KurikawajiriR．
(久里川尻川）

ＨｉｚｕｍｅＲ．

(日詰川）

ＫａｋｕｍｉＲ．

(神代川）
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(羽昨川）
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Table2Incidenceofmetacercarialｉｎｆｅｃｔｉｏｎｏｆ

Ｐ，ｓａｃＪｏｅ"s/ｓｉｎＰｏＺα"zo〃ぬｈαα"Z

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｎｏ．ofcrabs

infected

Infection

rate（％）Locality

Ｏｔａｎｉ

(大谷）

Ｕｉｒｉ

(鵜入）

Akazaki

(赤崎）

Wanigafuchi
(鰐ケ淵）

Ｏｓａｗａ

(大沢）

Ｋｏｍａｃｈｉ

(小町）

Ｍｉｎａｚｕｋｉ

(皆月）

Ｙｏｓｈｉｕｒａ

(吉浦）

Ｇａｎｍｏｎ

(厳門）

Fukuura

(福浦）

Ｋｏｍｕｒｏ

(小室）
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Ｔａｂｌｅ３Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｓｉｚｅｓｏｆｔｈemetacercariae

ofRoﾊiγαｉａｎｄＰ・sacJoe"siｓ（inmicron）

Ｌｅｎｇｔｈｏｆ
ｉｎｎｅｒｃｙｓｔ

Ｗｉｄｔｈｏｆ
●

lｎｎｅｒｃｙｓｔｓ

Ｒate

(L/Ｗ）Locality ＡｕｔｈｏｒSpecies

NotoPeninsula

MaruyamaR．

Presentstudy

KawashimacZLaZ．

（1967）

Ｐ・ｏＡｉ７ａｉ

Ｐ．ｏﾊﾉﾉｰαZ

295.8±１５．６

３０４．１±２０．２

245.2±１５．８

２３６．０±１５．５

１．２１

１．２９

Presentstudy

KawashimaeraZ．

（1967）

NotoPeninsula

SadoIs．

Ｐ、Ｊａａｏｅ"ｓｉｓ

Ｐ、ｓａｃＪｏｃ"s/ｓ

277.3±２４．６

２７４．５±２７．６

241.3±２９．５

２４０．０±２２．０

1．１６

１．１４

の色素穎粒を認めないことであった．内裏についての計

測値は，縦径平均277.3/‘（232〃～328〃)，横径平均

241.3ﾉリ（200ノリ～296｣u）で，縦径と横径の比は１．１６

(1.03～1.48）であった．

これらの形態的特徴は，佐渡肺吸虫のそれ（川島ら，

1967；MiyazakieZaZ.，1968）と一致した．

ロベンケイ寄生のメタセルカリア感染ダイコクネズミか

ら得られた成虫をPhoto、７に，又，サワガニに寄生す

る幼虫を感染させた動物から得られた成虫をPhoto、８

に示した．成虫には何れも複雑に分岐した卵巣があり，

体表面の皮疎が群生しているのが認められた.Miyazaki

cZaZ．（1968）によれば成虫の圧平標本において，佐渡

肺吸虫が大平肺吸虫に較べて，その全形が，ずんぐりし

ているといわれているが，今回得られた標本について

は，その差異は明瞭に確認出来なかった．

第１，第２項および本項で述べた事実，さらに後述の

3）メタセルカリアのダイコクネズミへの実験感染と

成虫の形態

動物実験の成績についてはＴａｂｌｅ４に要約した．ク

(２６）
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乳５
Photos，１，２ａｎｄ３．ThreelivingmetacercariaeofP．◎ん〃αZshowingvarlousappearances，

Numerouspinkishgranulesarerecognizedinthelarvalbody．（Scalemicrons）

Photos、４．５ａｎｄ６．ThreelivingmetacercarlaeofP，sacJoc"s/sshowingvarlousappear‐

ances，Pinkishgranulesarehardlyrecognizedinthelarvalbody．（Scalemicrons）

第１中間宿主に関する実験結果などから，今回見出され

た肺吸虫のうち，クロベンケイからのものを大平肺吸

虫，サワガニからのものを佐渡肺吸虫と同定した．

尚，久里川尻川河口で，大平肺吸虫成虫の自然宿主を

調べる目的でドブネズミＲａ//"sl7oﾉｰＵＣｇｉａｌｓ７頭を捕

獲したが,これらからは成虫を得ることが出来なかった。

ムシヤドリカワザンショウにおける大平肺吸虫の自然

感染を明らかにする日的で，久里川尻川と神代川の河口

で，このカイ多数を採集した．そのうち1,653個体を破

壊検査したが，今回の調査では肺吸虫幼虫は認められな

かった．しかし，神代川産のこのカイ40個体を用いて大

平肺吸虫の感染実験を行ない，５３日および65日後に検査

したところ，１３個中11個に同肺吸虫のレジアおよびセル

カリアが証明された．この事実から，能登半島に分布す

る大平肺吸虫もムシヤドリカワザンショウを第１中間宿

主として発育することが推定された．

佐渡肺吸虫の第１中間宿主とされているナタネミズツ

ポ（)"co7"cZaﾉz/αブノL/"Z"zαはＴａｂｌｅ５に示したとお

り，サヮガニを採集調査した地区のうち，大谷，赤崎，

大沢，小町，吉浦および小室の６カ所に見出された．今

回はこのカイの採集個体数が少なく，肺吸虫についての

自然感染の調査は出来なかったが，このカイの分布生息

地から判断して，佐渡肺吸虫との関連は深いものと思ｵフ

４）第１中間宿主の分布調査と肺吸虫の感染実験

今回の調査地区において，これら肺吸虫の第１中間宿

主と考えられるカイ類についての分布調査の結果はＴａ‐

ｂｌｅ５に示した．すなわち，大平肺吸虫の第１中間宿

主として既に知られているムシヤドリカワザンショウ

A'2giz`stassj"2J，leaZja7-asi2oZogicaは，久里川尻)11,日

詰川，神代川など，何れも大平肺吸虫を見出した河川の

河口に生息するのが認められた．又，今回，カニ類の採

集調査が出来なかった日用川，川尻川の河口にも，この

カイが分布することが明らかとなった．

（２７）
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Table4ExperimentalinfectionofP．ｏﾊﾉﾊJ/ａｎｄ１，．ＪＭＣＣ"s/ｓｉｎａｌｂｉｎｏｒａｔｓ

ＮＣofmetacercariae
RatNo

inoculated
Ｓｐｅｃｉｅｓｏｆ

Ｐａ７ａｇｏ"ﾉﾉ"z‘ｓ
Autopsydays
postinfection

Noofworms

recovered（96）

（９１）

(２５０）

(６００）

(６６７）

(３８５）

（０）

(３７５）
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０
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ｂ

１
人
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１
人

１
Ⅱ
人
１
０
人
１
０
人
１
Ⅱ
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９
９
９
９
９
２

４
４
４
４
４
４

１
２
９
０
５
（
り

ぐ
上

Ｐ．ｏハノハ〃

Z)．ｓａｃＪｏｅﾉハハ ７ ８

７
７

０
Ⅱ

4８

了聖一二一-二一Ｅ Ｊ

Ｐｈ()ｔｏ、７／)．ｲﾉﾉﾉﾉﾊｨ／ａ(1ultobtainedＰｈ()ｔｏ、７／)．ｲﾉﾉﾉﾉﾊｲ／ａ(1ｕｌｔｏ１)ｔａｉｎｅｄｆｒｏｍａｎａｌｂｉｎｏｒａｔ，４９daysafter

experimentalinfection．（ScalelmIn）

Ｐ１１ｏｔｏ、８Ｊ，．J(/‘(）(，ノハノパadu]ｔｏｂｔａｉｎｅｄｆｒｏ１ｎａｎａｌｂｉｎｏｒａｔ、４８daysafter

experimentalinfection．（Ｓｃａ１ｅｌｍｍ）

このカイ９個体を用いて佐渡肺吸虫の感染実
考察

36日および50日後に調べた５個中２個に，同

れた．又，このカイ９個体を用いて佐渡肺吸虫の感染実
考察

験を試み，３６日および50日後に調べた５個中２個に，同

肺吸虫のレジアおよびセルカリアが証明された．これに 大平肺吸虫は宮崎(1939)により発見命名されて以来、

よって，能登半島に分布する佐渡肺吸虫もナタネミズ今日までに多くの研究者によって，本邦各地に分布する

ツポを第１中間宿主として発育することが推定された．ことが明らかとなった．今日までに，そのメタセルカリ

アが第２中間宿主の半鰔水産カニ類から発見され，その

（２８）
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Table５Distributionofthesnailhostsof

P．ｏ/ｉｉ７ａｉａｎｄＰ、sacJoe"sｉｓ

ものと考えられる．又，同肺吸虫の見出された久里川尻

川，日詰川および神代川の何れにもムシヤドリカワザン

ショウが分布しており，他の地区と同様，これが，第１

中間宿主としての役割を果しているものと考えられた．

さらに，日用川，川尻川の河口にもムシヤドリカワザン

ショウが分布している事実は，これらの河口に生息する

カニ類にも大平肺吸虫の寄生が認められる可能性のある

ことを示唆している．

他方，大鶴．片桐（1956）および大鶴ら（1957）は，

新潟県佐渡島で捕獲されたイタチハルsreJα/ｍｒｓｉｉｚａｒｓｉ

から肺吸虫成虫を見出し，成虫と卵の形態から，これを

一応大平肺吸虫と同定した．その後，同島において第２

中間宿主と考えられるカニ類やムシヤドリカワザンショ

ウの調査などが行なわれたが，カニからは全く肺吸虫の

メタセルカリアが見出されず，ムシヤドリカワザンショ

ウの分布も証明出来なかった．ところが，川島ら(1967）

は同島でイタチが捕獲されたと考えられる地区で多数の

サワガニを採集調査し，それらに高率に肺吸虫メタセル

カリアの寄生することを明らかにした．そして，これは

大鶴ら（1956,1957）が大平肺吸虫として報告したもの

の幼虫であると考えた．その後，各種の動物実験をくり

かえした結果，これは本邦における肺吸虫の第５番目の

新種，佐渡肺吸虫として命名記載された（ＭｉｙａｚａｋｉｅＺ

ａＬ，1968)．それ以降，同肺吸虫の他地域における分布

は全く明らかにされていなかった．今回の著者らの調査

の目的の一つは，佐渡島に近接し，かつ第１中間宿主に

なるナタネミズツボの分布が既に報告されている能登半

島に，佐渡肺吸虫が分布するか否かを明らかにすること

であったが，調査の結果，前述のように同半島数地区の

サワガニから佐渡肺吸虫メタセルカリアが見出された．

これによって，模式産地以外で初めて佐渡肺吸虫の分布

が明らかにされたことになる．これら肺吸虫寄生のサワ

ガニは，何れも日本海に面した急な山の斜面を流れる水

系から採集されたが，このカニの生息環境は佐渡島にお

けるそれと極めてよく似ているものであった．又，それ

らの水系の多くにはナタネミズツポが生息し，感染実験

の結果からも，このカイが佐渡島におけると同様，佐渡

肺吸虫の第１中間宿主としての役割を果しているものと

考えられた．

次に，メタセルカリアの形態および大平肺吸虫と佐渡

肺吸虫との関係について論ずる．大平肺吸虫と佐渡肺吸

虫メタセルカリアの箸るしい違いは，前者においては体

内に著明な紅色の色素穎粒が認められること，内裏の形

Locality A、Pa7asiZoZogica０．〃J/"/ノルZ

KurikawajiriR

HizumeR・

ＨｉｙｏＲ・

ＫａｗａｊｉｒｉＲ

ＫａｋｕｍｉＲ、

ＨａｋｕｉＲ．

＋
＋
＋
＋
＋

Otani

Uiri

Akazaki

Wanigafuchi

Osaｗａ

Ｋｏｍａｃｈｉ

Ｍｉｎａｚｕｋｉ

Ｙｏｓｈｉｕｒａ

Ｇａｎｍｏn

Fukuura

Komuro

＋

＋
＊
＋
＋
＊
＋

＋

＊Notinvestigated・

分布が確認されている河川を以下に示す．すなわち，模

式産地の熊本県球磨川および緑川，鹿児島県の川内川，

宮崎県の大淀川，三重県の長良川(宮崎，1939,1944)，

宮崎県の五ヶ瀬川，ノI､丸川，一ツ瀬川（宮崎ら，1951)，

兵庫県の円山川(吉田ら，1955)，静岡県の朝日川，青野

川，千葉県の－の宮川(横川ら，１９５７ａ,ｂ)，愛知県の日

光川,京都府の由良川(古田ら，1958,1959)，鹿児島県種

子島の西京川および現和湊川(Ｔａｄａ＆Nagano，１９６８；

ＴａｄａｅｔａＬ１９６９)，宮崎県の福島川および本城川，高

知県の松田川（古田ら，1972,1973）および鹿児島県屋

久島の栗生川（川島・宮原，1974）などである．以上の

ように，本邦において大平肺吸虫は本州中西部から四

国，九州，南西諸島にかけて分布することが明らかとな

っており，又，その分布は，本土内で第１中間宿主とな

るムシヤドリカワザンショウの分布と極めて密接な関係

があることが判明している（MiyazakieZaL，１９６０；吉

田・川島，1961)．今回，能登半島で大平肺吸虫が見出

されたことは，その新しい分布地を記録すると共に，第

２中間宿主にメタセルカリアが見出された地域として

は，その分布の北限にあたっている．このように大平肺

吸虫が日本海に面した本州中部地方にも分布するという

事実は，この地域における肺吸虫症の疫学上も興味ある

（２９）
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は楕円形を呈するものが多いことなどであるのに対し

て，後者では体内に紅色の色素穎粒が認められないこ

と，又，内裏の形は短楕円形から円形に近いものが多く

認められることなどである．今回，研究を行なった能登

半島産の大平肺吸虫についても，著明な紅色の色素穎粒

が認められたが，内裏の形については，著者ら（川島

ら，1967）が，かつて研究を行なった兵庫県円山川産の

大平肺吸虫のそれよりも幾分，円味をおびているものが

多い傾向が認められた．すなわち，縦径と横径の比は，

円山川産のものでは1.29であるのに対して，能登半島産

のものでは1.21（1.06～1.41）であった．佐渡肺吸虫に

ついては，能登半島産のものも，佐渡島産のものと同様

に，紅色の色素穎粒は認められず，縦径と横径の比も

1.16（1.03～1.48）で大平肺吸虫のそれに較べて，より

短楕円形又は円形に近いものが多い傾向にあった．

成虫の形態については，複雑に分岐した卵巣をもつこ

と，皮練は群生していることなど両種に区別点を見出す

ことは困難である．しかし，ＭｉｙａｚａｋｉｅＺａＬ（1968）に

よれば，成虫の圧平標本において，佐渡肺吸虫の全形

が，大平肺吸虫のそれに較べて，よりずんぐりしている

といわれている．この点については，今回のダイコクネ

ズミから実験的に得られた両種肺吸虫の成虫について著

明な差を見出すことは出来なかった．

大平肺吸虫と佐渡肺吸虫の比較についてはＩｔｏｅＺａＬ

(1969)やYoshimuraeZaZ.（1970ａ，ｂ，ｃ，ｄ)による詳

細な研究があり，両種は僅かな点で差異があるが，相互

に極めてよく似ていることが報告されている．こうした

ことから，佐渡肺吸虫は大平肺吸虫の亜種ではないか，

あるいは，同一種に属するのではないかとの疑問ももた

れている．しかし，今回の著者らの研究によって，能登

半島に両種が共に分布することが明らかとなり，佐渡肺

吸虫が大平肺吸虫と地理的隔離によって生じたものでは

ないということが示唆された．能登半島においては，

佐渡島と同様，日本海に面した河川の河口にはベンケイ

ガニ類が殆んどみられず，海岸に面した急な斜面の水系

にサワガニが生息している．そして，ベンケイガニ類は

比較的平野部の広い同半島の基部あるいは南面の河川の

河口に生息することが認められる．そこで，それぞれの

肺吸虫のうち，ベンケイガニ類の生息する地域で，それ

を宿主とするものが大平肺吸虫として認められるのに対

して，サワガニの生息する地域で定着し，それに寄生適

応したものが，佐渡肺吸虫として認められるようになっ

たものと推定される．又，第１中間宿主については，そ

れぞれの地域に生息するムシヤドリカワザンショウやナ

タネミズツポが好適宿主となったと考えられる．このよ

うに両種は生態的差異によって生じたものであり，現在

の知見からいえば，佐渡肺吸虫は種分化が比較的新しい

肺吸虫ではないかと推定される．

結語

著者らは能登半島における肺吸虫の調査を行なって，

同半島数地区のクロベンケイならびにサワガニから肺吸

虫のメタセルカリアを見出した．これらのメタセルカ

リアの形態，実験的に得られた成虫の形態，ならびに第

２中間宿主の選択性などから，クロベンケイに寄生する

ものを大平肺吸虫，サワガニに見出されたものを佐渡肺

吸虫と同定した．又，カイ類の分布調査ならびに肺吸虫

の実験感染の結果から，それぞれの地域において，大平

肺吸虫はムシヤドリカワザンショウを，佐渡肺吸虫はナ

タネミズツポを第１中間宿主として選択していることが

推察された．

欄筆するにあたり多大の御援助をいただいた公立能登

総合病院院長・奥田幸造博士に，又，調査の一部に同行

して御協力を得た同病院技師長・橋本泉氏，金沢医科

大学医動物学教室・池田照明助手に深く感謝する．
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Abstract

STUDIES ON PARAGONIMUS OHIRAI MIYAZAKI, 1939 AND

P. SADOENSIS MIYAZAKI ET AL., 1968 FOUND

IN NOTO PENINSULA, ISHIKAWA

PREFECTURE, JAPAN

Kenjiro KAWASHIMA, Michiaki MIYAHARA

{Laboratory of Medical Zoology, School of Health Sciences,

Kyushu University, Fukuoka, Japan)
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(Department of Medical Zoology, Kanazawa Medical^ University,

Uchinada, Ishikawa, Japan)

Yoshihisa HASHIGUCHI

(Biological Laboratory, Faculty of Education,

Kochi University, Kochi, Japan)

AND

Hiroyuki TAKAOKA
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Kagoshima University\ Kagoshima, Japan)

In Noto Peninsula, Ishikawa Prefecture (Fig. 1), 349 brackish water crabs, Sesarma

dehaani and 280 fresh water crabs, Potamon dehaani were investigated for the Paragonimus

infection. The incidences of metacercarial infection of Paragonimus in S. dehaani and P.

dehaani were shown in Tables 1 and 2, respectively.

The metacercariae found in S. dehaani were identified as Paragonimus ohirai Miyazaki,

1939, based on their morphological features (Photos. 1, 2 & 3, Table 3). Thereafter, the

adults were obtained from the experimentally infected albino rats with these larvae (Table 4)

and they were ascertained to be P. ohirai (Photo. 7). From the results of field (Table 5) and

experimental studies on the snails, it was suggested that Angustassiminea parasitologica can

serve as the snail host of this fluke.

The metacercariae found in P. dehaani were closely allied to those of P. ohirai, but the

former was more spherical in shape than the latter (Table 3). Pinkish granules were hardly

recognized in the larvae found in P. dehaani, while in P. ohirai, the larvae contained numer

ous pinkish granules in their body (Photos. 1-3 & 4-6). By the morphological characteristics

of the metacercariae found in P. dehaani, they were identified as P. sadoensis Miyazaki, Kawa-

shima, Hamajima et Otsuru, 1968. Besides, the worms obtained from the experimental rat

(Table 4) were also ascertained to be adults of P. sadoensis (Photo. 8). From the results of

field (Table 5) and experimental studies on Oncomelania minima, it seemed to play the role

( 32 )
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as the snail host of this fluke.

It is a noticeable fact that the two species of Pargonimus mentioned above show a re

markable dissimilarlity in the host preference in natural condition, although their morphologi

cal features are closely allied with each other. On the basis of the results obtained in the

present study, the interspecific relations between P. ohirai and P. sadoensis were briefly

discussed.
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